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人材派遣会社の待合室。ビデオでマレーシアでの作業風景 が流れている(2001年)

と
変
わ
ら
ぬ
ネ
パ
ー
ル
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グ
ロ
ー
バ
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みなみ ・まきと1961年 、札幌生まれ。筑波大学大学院修了。専

門は文化人類学、南アジア研 究。主要共著/『 エスノ ・サイエン

ス』(京 大出版会2002年)、 『文化の生産』(ド メス出版1999

年)、 『アジア読本ネパール』(河 出書房新社1997年)な ど。

さ
る
八
月
末
、
ネ
パ
ー
ル
人
の
人
質
十

二
人
が
イ
ラ
ク
の
武
装
勢
力
に
殺
害
さ
れ

た
。
報
道
に
よ
れ
ば
、
被
害
者
は
料
理
人

や
清
掃
人
と
し
て
働
く
た
め
イ
ラ
ク
に
入

国
し
た
労
働
者
で
あ
り
、
イ
ラ
ク
で
働
く

ネ
パ
ー
ル
人
は
す
で
に

一
万
七
千
人
に
上

る
と

い
う
。
こ
れ
が
、
派
兵
し
た
軍
人
や

N
G
O
の
職
員

で
な
く
労
働
者
で
あ
る
と

こ
ろ
に
、
ネ
パ
ー
ル
が
お
か
れ
た
厳
し
い

現
実
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。

男
性

の
湾
岸
諸
国

へ
の
出
稼
ぎ
は
、

一

九
八
〇
年
頃
か
ら
始
ま
り
最
近
急
増
し
て

き
た
。
ネ
パ
ー
ル
の
国
勢
調
査

(二
〇
〇

一
年
)
に
よ
れ
ば
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に

六
万
七
千
人
、
カ
タ
ー
ル
に
二
万
四
千
人
、

ア
ラ
ブ
首
長
国
連
邦
に

一
万
三
千
人

の
ネ

パ
ー
ル
人
が
暮
ら
す
。
こ
う
し
た
出
稼
ぎ

従
事
者
の

一
部
が
、
イ
ラ
ク
復
興
と
い
う

危
険
だ
が
相
対
的
に
高
給
が
得
ら
れ
る
労

働
市
場
に
参
入
し
て
い
る
。
彼
ら
の
就
労

先
は
建
設
現
場
作
業
員
と
警
備
員
が
多

い
。
と
く
に
私
企
業
に
雇
わ
れ
る
武
装
警

備
員
の
大
半
は
、
英
国
軍
や
イ
ン
ド
軍
の

退
役
グ
ル
カ
兵
で
あ
る
。
も
と
よ
り
イ
ラ

ク
に
お
け
る
ネ
パ
ー
ル
人
は
、
米
軍

の
尖

兵
と
映
り
や
す

い
立
場
に
あ

っ
た
の
だ
。

彼
ら
が
ど
の
程
度
、
危
険
を
承
知
で
イ

ラ
ク
入
り
し
て
い
る
か
は
わ
か
ら
な
い
。

だ
が
、
少
な
く
と
も
母
国
語
に
よ
る
十
全

な
情
報
を
、
日
本
人
の
そ
れ
と
同
じ
ほ
ど

人質 まで値踏みされる不条理

第11回

国
立
民
族
学
博
物
館
助
教
授

写

真

・文

南
真
木
人

に
得
て
い
る
と
は
思
え
な

い
。
中
東
に
は

ネ
パ
ー
ル
の
特
派
員
が

]
人
し
か
お
ら

ず
、
そ
の
人
を
し
て

「人
質
は
直
に
解
放

さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
楽
観
的
な
現
地
レ
ポ

ー
ト
を
し
て
い
た
か
ら
だ
。
他
方

で
ネ
パ

ー
ル
政
府
は
、
在
カ
タ
ー
ル
の
ネ
パ
ー
ル

大
使
を

ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
テ
レ
ビ
番
組

に
出
演
さ
せ
た
が
、
人
質

の
解
放
に
向
け

た
実
質
的
な
交
渉
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
作
れ

ず
、
打

つ
手
が
な

い
ま
ま
事
件
は
お
き
た
。

そ
こ
に
は
、
世
界
情
勢
や
情
報
に
ア
ク
セ

ス
す
る
経
済
的

・
政
治
的
な
能
力
が
弱
い

個
人
や
国
家
が
被
害
を
こ
う
む
る
、
と
い

う
構
造
的
な
不
条
理
が
あ
る
。
武
装
勢
力

に
し
て
も
人
質
を
値
踏
み
す
る
か
の
よ
う

に
、
あ

っ
さ
り
と
全
員
を
殺
害
し
た
。
こ

れ
が
大
国

の
人
質
で
あ
れ
ば
、
違

っ
た
対

応
を
し
て
い
た
の
で
は
な

い
か
。

事
件
後
も
イ
ラ
ク
の
ネ
パ
ー
ル
人
は
状

況
を
楽
観
視
し
、
出
国
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

慢
性
的
に
就
労
先
が
不
足
し
、

マ
オ
イ
ス

ト
の
内
乱
が
続
く
ネ
パ
ー
ル
よ
り
、
戦
時

下
の
イ
ラ
ク
の
方
が
少
な
く
と
も
雇
用
が

あ
る
か
ら
だ
。
ネ
パ
ー
ル
人
は
、
海
外
の

低
賃
金
労
働
に
就
く
自
ら
を

「ネ
パ
ー
ル

人
と
ジ

ャ
ガ
イ

モ
は
ど
こ
で
も
手

に
入

る
」
と
自
嘲
的
に
語
る
。
冷
酷
な
こ
と
だ

が
、
他
に
選
択
肢
が
な
い
弱
者
に
と

っ
て

楽
観
と
自
嘲
は
、
自
ら
の
境
遇
を
納
得
さ

せ
る
最
後
の
自
己
防
衛
手
段
な

の
だ
。
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